
第１回国立大学法人奈良教育大学経営協議会議事要旨 

 

 

１．日 時  平成３０年６月２６日（火）  

 

２．出席者 植野康夫委員、中川直子委員、筒井寛昭委員、米川英樹委員 

加藤学長、宮下理事（教育）、岩井理事（総務）、和田副学長（企画）、佐野副学長（研究） 

   陪席者 業務担当監事、会計担当監事、浅田理事（渉外連携・附属学校園）、高橋副学長（国際交流・地域連携） 

 

３．議 題  

◎審議事項 

   １  平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書について（資料１） 

   ２  平成２９事業年度決算（案）について（資料２） 

    

◎報告事項 

   １  平成３０年度授業料等免除可能額について（資料３） 

２  平成３１年度国立大学法人運営費交付金等の重点支援に係る概算要求の方向性について（資料４） 

  

  ◎その他 

 

４．議 事 

  議事に先立ち、学長より平成３０年度より浅田重義理事（渉外連携・附属学校園担当）の紹介と挨拶があった。 

  引き続き、異動のあった課長より挨拶があった。 

   

 ◎審議事項 

１  平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

企画担当副学長から、資料１に基づき、平成２９事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 

      主な意見は、次のとおり。 

      ○京阪奈三教育大学連携の遺産として何が残ったのか。 

       →双方向遠隔授業システムについては、県内の研修（へき地教育）に利用している。 

また、教員免許状更新講習でも利用するように展開したことが文部科学省に評価された。 

 

   ２  平成２９事業年度決算（案）について 

      総務担当理事から、資料２に基づき、学平成２９事業年度決算（案）について説明があり、審議の結果、 

原案のとおり了承された。 

 

  ◎報告事項    

   １  平成３０年度授業料等免除可能額について 

      総務担当理事から、資料３に基づき、平成３０年度授業料等免除可能額について報告があった。 

  

２  平成３１年度国立大学法人運営費交付金等の重点支援に係る概算要求の方向性について 

   総務担当理事から、資料４に基づき、平成３１年度国立大学法人運営費交付金等の重点支援に係る 

概算要求の方向性について、昨年度からの変更点等を中心に報告があった。 

 

  ◎その他 

   ・奈良教育大学は、全体的によく頑張っていると評価します。 


